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ABSTRACT: It is kno¥¥'n that the Ch'ing・d)・nasty coins have been exca¥'atecl in mainland sites of the Eclo period. 

when the country was under the so-callecl edicts of seclusion. On the other hancl. coins from the Ch'ing-clynasty 

hardly appeared in the Ryukyu Kingdom ¥¥'hich remained open to trade. The majority of coins found in Okinawa 

arc either of the i¥'orthcrn Sung dynasL)'or the so-called Kan-ei Tsuho of Eclo period. This paper attempts to survey 

the Ch'ing-d)•nasty coins found in the Okinawa lslancls and to comDarc the distribution of Ch'ing coins with that of 

the !<:an-ci Tsuho. The results demonstrateしhat. in the Eclo periocl. Ryukyu hacl closer rein lions Lo Japan than to 

China. 

1. はじめに

沖縄県内より出上する銭貨は北宋銭が最も多く，元朝銭，明朝銭は少ない．清朝銭はさらに少な

<. l追跡で複数枚出土するのは稀である．本土では江戸時代の鎖国体制下において清朝銭が検出さ
れることで注目されているが，沖縄県においては琉球モ国という鎖国体制下ではなく ．消朝と交易

を行える状況にあったにも関わらず出土枚数は少ない．そこで今回は消朝銭を出土する追跡を紹介し、

出上枚数の少ないこと及び同時期の銭貨である党永通吉との関わりを若T考えたい．なお．報告占等

では全ての銭貨の拓影を載せることは不可能な場合が多いので，今回の出上追跡数および枚数は最

小の数字と考えている．

2. 出土遺跡

消朝銭を出土する追跡を表 1に記す．それによると10追跡で清朝銭を出上している．消朝銭は初鋳

年1662年の康煕通在 1736年の乾隆通壺 17~年の嘉疫通壼， 1821年の道光通費の4種が確認されて

おり消朝銭以外には買永通貸が目立ち．初鋳年1636年の古寛永， 1668年の文銭 1697年の新寛永な

どが確認されている．以下に各造跡について略述する．

(l)漢名那ウェーヌアタイ追跡（知名定順 ・金城利枝編1990)

宜野座村字漢那の石灰岩丘陵に立地する.11・ 12世紀~17・18世紀の遺跡で，全盛期は出土する陶

磁器より13~15世紀と考えられている遣構は住居址，鍛冶工房跡等が確認されている出土した清

朝銭は乾隆通官の完形品 l点であり，その他の銭貨は無文銭がある．

(2)城間古募群（松川章編1990)

浦添市字城間の石灰岩の丘陵斜面及び海岸低地に形成されている確認された占塁は14基で，岩陰

囲い込み墓3基岩陰掘り込み墓 5基掘り込み墓4基．亀甲墓2基である．清朝銭は乾隆通貨が掘

り込み臨より 1点確認されている．その他の銭貨はない．出土陶磁器は近世のものを主体としている．
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表1 清朝銭出土遺跡表

No. ~ 門
清朝銭

文献
康熙通賓 乾隆通賓 嘉慶通賓 道光通賓

1 漢那ウェーヌアタイ遺跡

゜
知名定顛 ・金城利枝編1990

2 城間古墓群

゜
松川章編1990

3 湧田古窯跡

゜゜゜
大城慧ほか1993, 島袋洋編
1995・1999 

4 識名シーマ御嶽遺跡

゜
島弘編1997

5 銘苅古墓群

゜ ゜
金武正紀編1998・1999,仲宗
根啓編2001

6 ナーチュー毛古墓群

゜
金武正紀編2000

上原静編1995,大城慧ほか

7 首里城跡

゜゜゜
1998, 新垣力編2002,盛本勲
編2002,西銘章編2001,当真
嗣ー ・上原静編1988

8 夭界寺

゜
島弘編1999・2000, 島袋洋
編2001・2002

， 円覚寺
゜ ゜

山本正昭編2002

10 阿波根古島遺跡

゜
金城亀信ほか ・編1990

(3)湧田古窯跡（大城慧ほか1993,島袋洋編1995・ 1999)

那覇市泉崎の丘陵縁辺部に立地する琉球王府の中心的窯業地であった.17世紀初期に開窯されたと

され， 1682年の壺屋へ窯場が統合されると，次第に衰退していったと考えられている遣構は窯跡，

石梢，瓦列遣構瓦敷遣構井戸，溝状遣構，ピット等が検出されている清朝銭は乾隆通賓 l点

如愛通窟 1点道光通賓1点得られており，その他の銭貨は北宋銭明朝銭寛永通賓，無文銭等が

得られている

また，注目される資料として，無文銭が集中して出土しており， 2~13枚まとまっているものが6資

料確認されている．

(4)識名シーマ御嶽造跡（島弘編1997)

那覇市字真地の石灰岩台地に所在するグスク時代～近世の燐跡である．検出された追構は土留め状

造構，集石遺構ピット等がある清朝銭は乾隆通賓が1点確認されているが，撹乱層からの出土で

ある．その他の銭貨として寛永通賓が1点ある．

(5)銘苅古墓群（金武正紀編1998・1999,仲宗根啓編2001)

那覇市字銘苅に所在する石灰岩に形成された古墓群である．囲込岩陰墓，掘込墓，破風墓，平葺墓，

亀甲墓等が約290基確認されている清朝銭は乾隆通貿が2点，道光通賓が1点確認されており，両銭

貨とも寛永通賓と出土している．当造跡において特徴的な傾向として，銭種が少なく，主体を成して

いるのは寛永通賓であることを挙げることができる．また，絵銭と考えられる資料も 1点確認されて

いる．
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(6)ナーチュー毛占墓群（金武正紀編2000)

那覇市字天久と安謝の境の石灰岩丘陵の斜面に形成された古墓群である確認された古墓は60基で

掘込み墓が54基，亀甲墓が6基である．消朝銭は乾隆通賽が 1点得られている．その他銭貨として

熙寧元賓，淳煕元究，洪武通官が各1点検出され．党永通費が98点得られている．墓の覆土より検出

されているものは注目される．

(7)首里城跡（上原静編1995.大城慧ほか1998.新垣力編2002.盛本勲編2002, 西銘章編2001,

当真嗣ー ・上原静編1988, 山木正昭編2003)

那覇市首里当蔵町 3「目に所在する琉球王府の中心となっていたグスクであるその築城年代に

ついては明確ではないが，尚巴志王代 (1422~1439年）には構造が確立していたと考えられている発

掘調査は継続して行われているが，首里城より出土する清朝銭は，乾隆通費，嘉疫通賽．道光通賽で

あり，他の遺跡と同様に数点確認されているだけであり，北宋銭に比べると非常に少冨となっている．

(8)天界寺跡（島弘編1999・2000, 島袋洋編2001・2002)

那覇市首里金城町に所任し，石灰岩台地に立地する．首里城の西方に．第一尚氏の菩提寺として

1450~1456年の間に創建されたと伝えられ，明治末頃廃寺となる検出された追構は，基坂，参道．石

列，円弧状造構石垣，石積石l用い逍構ピット等がある．清朝銭は康煕通費の 1点得られている．

その他の銭貨としては，首屯城と同様に北宋銭の銭種が多く，党永通賓．琉球銭無文銭も確認され

ている．

(9)円党寺跡（山本正昭編2002)

那覇市首里当蔵町に所在し．石灰岩台地に立地する第二尚氏の菩提寺として．首里城の北方に隣

接して1492年に創建されたと伝えられている．昭和初期には国宝に指定されたが，去る沖縄戦におい

て焼失した．

清朝銭は乾隆通ff1点道光通夜 l点得られているその他の銭貨は北宋銭明朝銭党永通窃．
無文銭等が得られている

(10)阿波根占島追跡（金城亀信ほか ・編1990)

糸満市字阿波根に位附し．泥岩の風化上斜面上に立地する．東南の丘陵上に阿波根グスクが隣接し

ている検出された追構は集石群，長方形状石敷，石列がある泊朝銭は道光通杏が撹乱層より 1点

得られている．その他の銭貨は中国銭が太平通貨宜和通貨，洪此通賓の3点あり．寛永通資が9点

無文銭が4点得られている

出上逍跡より窺うことができるのは清朝銭の大部分は首里城周辺を中心とした南部地域からの出

土であり．北部地域では漢那ウェーヌアタイ逍跡中部地域では城間古募群だけである．また，首里

城周辺にしてもまとまって出土することはなく．各遺跡，遣構で1~2枚が確認されるだけである．

一方で．銘苅古墓群等にみえるように、党永通夜は複数枚確認されている逍跡がほとんどである．

4. 清朝銭と寛永通吉

清朝銭は23枚確認されているが，党永通窃は少なくとも486枚あり．両者の枚数にはかなりの開きが
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ある．その理由の一つとしては， 1609年に薩摩によって琉球が侵攻されたことをあげることができる。

1609年以後は『中山伝言録』及び 『琉球国志略』において、 日常的に寛永通賓が使用されていたこ

とが窺えるため、経済においても江戸のシステムに組み込まれることになり、寛永通窟が通貨として

も主になったのではないか。

また，首里城周辺において清朝銭及び寛永通寝が多く出士しているという事実は，調査頻度の影磐

もあると考えるが，銭貨による物品の売買が行われていたのが首里を中心としていたことを表してい

る可能性がある．

4. おわりに

消朝銭及び寛永通賓等の出土する遣跡とそれより推測されることについて若干記述したが最後に

今回の抽出作業において気付いたことと課題を記したい．

首里城跡の報告書を調べると，清朝銭が数点は記載されているので当初は沖縄県内より出土する

清朝銭は，他の都道府県に比べて，多いと考えていた しかし，実際に集計すると，出土する遣跡及

び枚数も非常に少なく，本土と大差はない．一方で寛永通賓の出土数が多く，銭貨を出土する遺跡で

は，大部分の遺跡において確認されているそのようなことから，沖縄県内より出土する銭貨は北宋

銭が最も多く，次いで寛永通費，明朝銭と続くと考えられる．

沖縄本島以外の地域をみてみると，清朝銭について記載されている遣跡はなかったしかし，沖縄

本島よりも距離的に中国に近いため，何らかのかたちで導入されていたと考えられる．

今後の課題としては無文銭消朝銭及び寛永通宝の関係である．県内の御嶽，古墓などで確認さ

れている無文銭は清朝銭及び寛永通寝と同時期であるため，何らかの相関関係があると考えている．

本土の中世～近世にかけての塁には副葬品として，概ね6枚の銭貨を死者に持たせる六道銭という

習間があった（鈴木公雄1999). 寛永通宝が多いということは，この六道銭というものが沖縄県内にお

いても存在した可能性がある.1つは石川市の伊波仲門門中墓（座間味政光・大田宏好編1987)であ

り報告書によると墓室入口の寛永通賓6枚は，石の下より出土しているということである. 2つめは，

貝志川市のジョーミーチャー墓（照屋孝編2003)であり，ここでは墓室内の厨子甕内に銭種は不明だ

が.6枚の銭貨があることがわかっている．また， 6枚と限定できない資料でも，銘苅古墓群等の古墓

より銭貨が出土する例が増加していることから，今後墓より出土している資料を集成する必要があ

ると考えている

（ちねんたかひろ：調査課専門員）

参考・引用文献

新垣力（編） 2002『首里城跡一継世門周辺地区発掘調査報告料ー』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告害第9集

沖縄県立埋蔵文化財センター

上原静（編） 1995『首里城跡 南殿 ・北殿蹄の追構調査報告』沖縄県文化財調査報告害第120集 沖縄県教育委員会

大城慧ほか1993『湧田古窯跡 (l) 一県庁舎行政棟建設に係る発掘調査ー』沖縄県文化財調査報告苫第111集 沖縄

県教育委員会

大城慧ほか1998『首里城跡一御庭跡・奉神門跡の逍構調査報告ー』沖縄県文化財調査報告国第133集 沖縄県教育委

員会

片桐千亜紀（編） 2003『首里城跡一右腋門及び周辺地区発掘調査報告古ー』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書

-76-



第14集 沖縄県立哩蔵文化財センター

岸本美緒1999「清代中国の経世論における貨朝と社会」『越境する行幣』歴史学研究会（編） 肖木苫店

金城亀伍ほか1990『阿波根古島追跡ー那溺i・糸満線道路改良上iiに伴う緊包発掘調査報告ー』沖縄県文化財調査報告

, It第％集 沖縄県教育委員会

金武止紀（編） 1998 『銘苅占墓群 (I) 一那覇新都心土地区画整理事業に伴う緊念発掘調査報告 ＼ ー』那り~Jrli文化財

調査報告，片第39集 那覇市教育委員会

金武正紀（編） 1999『銘苅古募群 (ll)一那覇新都心上地区画整理下業に伴う緊急発掘調査報告vl-』 那覇市文化財

調査報告J}第40集那雑「Ii教育委且会

金瓦F紀（編） 2000『ナーチュー毛占硲群ー那覇新都心七地区画整理ボ党に伴う緊急発掘逍査報告,11ー』 那雑rli文化

財調査報告渇第44集 那覇市教育委員会

小畑払已2003 「出 1オ．消判l銭研究の地平一清銭と党水通宜ー」『出 r銭貨』第18号• 出七銭貨研究会

座間味政光・大田宏好（編） 1987『占我地原内占縞ー沖縄自動中道（石川～那覇間）建設T事に伴う緊急発掘調杏報

告tt(7) ー』沖縄県文化財調査報告淋第85集 沖縄県教育委員会

島弘（編） 1997『澁名シーマ御磁追跡一貞地配水池建設事業に伴う緊念発掘凋査報告ー』『那曲rli文化川調杏報告内』

第34集 那曲市教育委員会

島仏（編） 1999『天界寺跡一酋里城線街路工中に伴う緊急発掘調査報告ー』那闘Ii文化財調査報竹｝悶第42集 ｝］闘訓I

教育委員会

島弘（編） 2000『火界寺跡一首屯城公園整f1iiig~ 業に伴う緊急発掘調査報店ー』那覇rl「文化財調査報告凸第43集 JJII覇

rl1教育委貝会

島袋洋（編） 1995『湧田古窯跡 (II)一県庁含議会棟建設に係る発掘調杏ー』 沖縄原文化財澗杏報告苫第121集 沖

縄県教育委員会

島袋柑（編） 1999『湧Lil占窯跡 (II) 一県民広場地ド駐中共．場建設に係る発掘調査ー』 沖縄県文化財調杏報竹内第136

集 沖縄県教育委貝会

島袋ff(編） 2001『火界寺跡 (I)一首里杜館地下駐中場人り口新設」：'l'に芹う緊急発掘調杏ー』 沖縄県,,:雌蔽文化

財センター＂凋杏報告力第 2集 沖縄県立岬蔵文化財センター

島袋洋（編） 2002『火界寺跡 (II)一首里城公園管理棟新設r、ドに伴う緊急発掘調介ー』沖縄児立罪蔵文化財セン

ター調査報告甚第8集 沖縄県1'0里蔵文化財センター

鈴木公雄 1999『出十銭貨の研究』東点大学出版会

知名定/l[fj・金城利枝1990『汲那ウェーヌアタイ追跡一近隣緑地公園建設に伴う発掘調杏報告内一』直野挫村］り文化財

9 宜野）保村教台委日会

照屋孝（編） 2003『具志川市の文化財第5集ージョー（門）ミーチャ一塁調査概報ー』具志）ii巾教育委員会

当呉嗣ー ・ヒ原静（編） 1988『首里城跡 歓会門 ・久炭門内側地域の復元整備1り業にかかる追構調査』沖縄県教行委

員会

永井久美男1998『近世の出上銭貨 II―分類図版篇ー』兵叩埋蔵銭調査会

仲宗根啓（編） 2001『銘苅古蔭群 (Ill)一那覇新都心土地区両整理事業に伴う緊急発掘調査報告[¥-』那覇市文化財

調査報告苫第50集 那曲rrJ教育委旦会

西銘1;,'(編） 2001『首里城跡一下之御庭-m物座跡 ・瑞泉門跡・漏刻門跡 ・1黄福門跡 ・木曳門跡発掘調査報省内一』
沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告淋第3集 沖縄県立坪蔵文化財センター

束野治之1997『貨幣の日本史』朝日選,%74 朝日新聞社

松川紅（編） 1990『城間占墓群ー牧港補給地区IJり発rドに伴う緊急発掘調査報告，t::-』油添rli文化財調介報告内 浦

- 77-



添市教育委員会

盛本勲（編） 2001『首里城跡ー管理用道路地区発掘調査報告書ー』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書第 1集

沖縄県立埋蔵文化財センター

山本正昭（編） 2002『円党寺跡一造構確認調査報告古ー』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告苫第10集 沖縄県立

埋蔵文化財センター

山木正昭（編） 2003『綾門大道跡一首里城跡守礼門周辺地区発掘調査報告書ー』沖縄県立埋蔵文化財センター調査報

告告第13集 沖縄県立埋蔵文化財センター

- 78-



◎ 
ー

◎◎ 
3
 

◎
 

◎ 

◎ 

2
 

＆
苓
埓
・
ー

怒
鳳
之
i

,
4

-

．＂・沢
.
f
.J
 

一

了;
‘gW

忍
ゑ
2

因
逹

令
'

>

、
図
忍

f
i屈
l
.｝
，

宣
L
磨

5
/

盈
盆
累
‘

点
炉
＼

4
 

◎ 
5
 

6
 

-@ 
7
 

8
 

，
 -·•·· ヽ... •. •.·.:·-ふ~-．．ゃ・・~-ゞ·-., -~ ヽ． ぷlさ..;,,:.,_ ．が....、-..-:.E,,文・,、 •. パー・こ・・・ ・,•.:. ,.-. ・ジ ・．；：・雫．ヽ.. ・.・ :;: コ・ ・"・ . •.· ._,c . ．ヽ •c;, ふ... -~:._.. I ..... (,! • • .. 、．、冗·氏~- - : .. , .... ,. 唸；ト・i -:;.-~ ユ； ---~ 沼;:{・. 知が切ー・：:: をj, ..• _ ：忍叩 § 出．：．； 詞紐芍 ；ぷ~!ゞ'. ふザ:,.如-~·-·西・． - ,.、'"¥ . ., .. ,,、.、 ．、ら•.;. ・・~,心 ..-・.-: ,:.-~'"" -~.c ,o:,.;;.;, ・'・・-: _ _. ,_.,. "''. ・ヽ：a 'べ妥：• • . 疇・バ..,, . : .::•i・ ：,,,.. ふヽ,-,.~ •' r'>;-/ --・- . が全;,:,ー,•.·ぬ,.,.'.ヽ....,.,.--c・r, .; ・ ヽ••・ベ,~···, -ヽ・・・'",., がヽ、::會 .-.}ぶヽ會：1'ふ ．、'''・-・ ゞ..、~-- -'- ~•-"· ... - -. ヽ••

塁逹袴．： 、ぷ警や羹芦:;.f; ,(妙噸克
［知土酒ー性に芯窒・・. に~ ヽ,.~1 仔~,1. ''

ペ母炉'
ギ衣 ‘染叩ふ，¢

'・ 公封:~;,-·
10 

11 12 
1康熙通賓 （天界寺跡）、 2 ~12 乾隆通費 (2漢那ウェーヌアタイ遺跡、 3城間古墓群、 4湧田古窯跡、5識名シーマ御嶽遺跡、 6・7銘苅古墓群、 8ナーチュー毛古墓群、 9~12首里城跡）

図1 出土清朝銭 (S=1: l) 
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図2 出土清朝銭2 (S=l:l) 
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